
第５回北海道考古学会賞・北海道考古学会奨励賞表彰式
５月１１日、北海道大学学術交流会館２階講堂にて、第５回北海道考古学会賞ならびに北海道考古学会

奨励賞の表彰式が行われました。
この賞の目的は、今日まで会を支えてこられた方々を顕彰し、またこれから会を支えてくださる方を

発掘することにあります。石川副会長を選考委員長とする選考委員会が複数回実施され、自薦他薦の応
募から北海道考古学会賞は西幸隆氏に、奨励賞は三谷智広氏に贈呈されました。
授賞理由（要旨）は次の通りです。

学会賞 西 幸隆 氏
【受賞理由】西幸隆氏は、北海道釧路市生まれ。釧路湖陵高等学校の考古学研究部に入部し、釧路市立
郷土博物館（現釧路市立博物館）の澤四郎氏のもとで緑ヶ丘遺跡などの発掘調査に参加して考古学に興
味をもち、駒澤大学に入学してから本格的に考古学の道を歩み始めました。大学を卒業後、釧路市立郷
土博物館に就職し、東釧路貝塚、東釧路第２遺跡、幣舞遺跡、材木町５遺跡、北斗遺跡、フシココタン
チャシ跡など北海道の考古学史に残る数多くの遺跡の発掘調査を行い、報告書として刊行されました。
１９９０（平成２）年から１９９６（平成８）年までは、釧路赤十字看護専門学校で非常勤講師として文化人類学
のうち特に「異文化理解」についての講師を務めました。
北海道考古学会の委員として本学会に貢献したほか、１９９２（平成４）年から北海道教育大学釧路校で

考古学の非常勤講師を勤め、１９９６（平成８）年から日本考古学協会委員（現理事）として２期４年に渡
り日本考古学の最前線で活躍されました。１９９９（平成１１）年には、北海道考古学会が全面的に協力し、
北海道では２９年振りとなる日本考古学協会釧路大会（開催テーマ：海峡と北の考古学－文化の接点を探
る－）を誘致し大会実行委員として開催に尽力されたことが特筆されます。
１９９１（平成３）年からは釧路市埋蔵文化財調査センター長、２００４（平成１６）年からは釧路市立博物館長
として北海道の埋蔵文化財、社会教育に大いに貢献され、２００４（平成１６）年には文部大臣表彰を受賞さ
れています。
現在も北海道埋蔵文化財センター評議委員、釧路市文化財保護審議会委員、標茶町文化財専門委員会

委員長、標茶町博物館運営審議会委員長、厚岸町史跡国泰寺跡保存整備委員会副委員長として遺跡保存
等で活動を続けられており、１９３３（昭和８年）に発足した釧路考古学研究会の会長としても活躍されて
います。

奨励賞 三谷智広氏
【受賞理由】三谷智広史は、動物遺存体を主な対象とする研究者です。研究の特色と成果は、なにより
資料の地道な同定と分析にあります。特に近世アイヌ文化期の貝塚分析において伊達市有珠湾周辺の資
料同定を自ら行い、当該期の地域的な生業活動の分析を手掛ける一方、同定に不可欠な現生骨格標本の
作製を行い、動物考古学研究において土台となる活動を地道に行ってきました。
資料の分析は同定のみならず、動物遺存体から導き出される狩猟・漁労活動の季節性分析や解体痕の

観察など多岐にわたり、動物骨から過去の人々の生業活動を理解しようとする姿勢が評価されます。
２００６（平成１８）年に札幌大学大学院修士課程を修了後は、洞爺湖町教育委員会に奉職するかたわら、
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史跡入江・高砂貝塚の動物遺存体を分析されています。「人と動物とのかかわり」をテーマに、縄文から
近世にかけての生業活動を分析する研究活動を継続しており、今後も更なる研究の発展が期待されます。
また、洞爺湖町は世界文化遺産の推薦候補である「北海道・北東北の縄文遺跡群」の構成資産を有して
おり、史跡整備のほか、住民に対する講座の実施など、考古学を市民に広げる活動を積極的に行ってお
り、この点においても活躍が期待されます。

２０１９年度 北海道考古学会第５６回総会報告
５月１１日１１時１０分より、北海道大学学術交流会館２階講堂にて、本年度の定期総会が開催されました。

会員数３２９名に対し、本人出席４６名、委任状出席８８名、合計１３４名で、総会成立要件である会員数の５分の
１以上の出席を得たため、総会は成立しました。議長には第１地区の澤井玄会員を選出し、下記の議案
について審議されました。この結果、下記の通り原案通り承認されましたので、ご報告いたします。

１号議案 ２０１８年度会務報告
（１）事業報告
ア 第５５回定期総会・研究大会
期 日：２０１８年５月１２日（土）
場 所：北海道大学 人文・社会科学総合教育研究棟W１０３教室
総 会：２０１７年度会務報告，２０１８年度会務計画案
研究大会：テーマ「北海道の縄文人の登場」
参 加 者：１２０名

イ 運営委員会
回数 開催日 主たる議題
第１回 ４月２１日 研究大会・総会など
第２回 ６月１６日 運営委員業務担当・だよりなど
第３回 ９月１５日 遺跡報告会・研究大会・だよりなど
第４回 １０月２０日 遺跡報告会・研究大会・だよりなど
第５回 １１月１７日 遺跡報告会・研究大会・だよりなど
第６回 １月２６日 研究大会・学会賞・会誌・だよりなど
第７回 ２月２３日 学会賞・研究大会・総会準備など
第８回 ３月１６日 学会賞・研究大会・総会準備など

ウ 月例研究会
第１回：６月１６日（北海道大学人文・社会科学総合教育研究棟W１０５教室）：６名
�種市幸生「比羅夫北征記事をいかに読み解くべきか－粛慎＝オホーツク文化人説はほんとう
か－」

第２回：１１月１０日（札幌学院大学B１０１教室）と共催：３５名
札幌学院大学総合研究所シンポジウム「文化遺産と地域振興」

�佐藤宏之（東京大学大学院人文社会系研究科）「北海道の旧石器文化」
�大塚宜明（札幌学院大学）「置戸町黒曜石原産地における札幌学院大学の調査」
�塚田直哉（上ノ国町教育委員会）「上ノ国町における文化遺産の保存と活用」
�浅野正樹（凸版印刷株式会社）「観光立国・地方創生に向けた文化財VRの取り組み」
�討論「地域振興における文化遺産の活用」

第３回：３月１６日 （北海道大学人文・社会科学総合教育研究棟W１０２教室）：７名
�村本周三（北海道教育委員会）「北海道における土器付着部炭化物安定同位体分析の現状」

エ 遺跡見学会
休 止

オ 遺跡調査報告会
期 日：２０１８年１２月８日（土）
場 所：北海道大学学術交流会館小講堂
内 容：道内遺跡の発掘調査の紹介・質疑
参 加 者：１２５名
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カ 連絡紙『北海道考古学会だより』の発行
１２１号：２０１８年 ７月１６日発行
１２２号：２０１８年１１月 ９日発行
１２３号：２０１９年 ３月１０日発行

キ 学会ホームページ
２０１８年３月まで（１２ヶ月間）更新回数：８回

ク 会誌編集委員会の活動
会誌『北海道考古学』第５５輯の発行（２０１９年３月発行 ３６０部）

ケ 特別委員会の活動
な し

（２）２０１８年度収支決算報告
収 入
項 目 費 目 予算額（Ａ） 決算額（Ｂ） 増 ▲減 備 考
会 費 会 費 １，５００，０００ １，４８７，０００ ▲１３０００２０１９年度会費…２１８件

事 業 収 入

研究大会収入 １４０，０００ １４１，０００ ▲９，０００ 研究大会資料集販売９４部×１５００円
遺跡見学会収入 － － － 事業休止のため予算なし

遺跡調査報告会収入 １００，０００ ９０，０００ ▲１０，０００ 遺跡調査報告会資料集販売１００部×１，０００円
会誌等販売収入 ７３，０００ ９０，３８２ ▲１７，３８２ 会誌・資料集販売
小 計 ３１３，０００ ３２１，３８２ ▲１，６１８

雑 入 ３０８ ０ ▲３０８
繰 越 金 ７１６，６９２ ７１６，６９２ ０
合 計 ２，５４０，０００ ２，５２５，０７４ ▲１４，９２６

支 出
項 目 費 目 予算額（Ａ） 決算額（Ｂ） 残（▲超過）額 備 考

事 業 支 出

研究大会費 ４００，０００ ２８５，６５６ １１４，３４４ 要旨印刷・講師費用弁償・会場使用料等
遺跡見学会費 － － － 事業休止のため予算なし
研 究 会 費 ６０，０００ ０ ０ 案内発送、研究会共催費、発表者交通費
遺跡調査報告会費 ４００，０００ ２８６，１３６ １１３，８６４ 資料集印刷・発表者費用弁償・会場使用料等
会誌印刷費 ６６５，０００ ５９５，０８０ ６９，９２０ 第５５輯 ３６０部／振り込み手数料
だより印刷費 １７０，０００ １３３，７５８ ３６，２４２１２１号・１２２号・１２３号／振り込み手数料
ホームページ費 ５，０００ ３，４０２ １，５９８ プロバイダー契約料、更新維持管理費／振り込み手数料
小 計 １，７００，０００ １，３０４，０３２ ３９５，９６８

事 務 支 出

報償費（総会費） ５０，０００ ５０，０００ ０ 学会奨励賞
委 員 会 費 １００，０００ ２４，６６０ ７５，３４０ 運営委員会・編集委員会出席用交通費
消 耗 品 費 ５０，０００ ９，０７８ ４０，９２２ 文房具代・コピー代等
通 信 費 ２００，０００ １３６，７４０ ６３，２６０ 会誌・だより発送費・葉書切手代金等含む
賃 金 ６０，０００ ４３，０００ １７，０００ 会誌・だより等の発送・その他事務処理
小 計 ４６０，０００ ２６３，４７８ １９６，５２２

基金積立金 ６０，０００ ６０，０００ ０
予 備 費 ３２０，０００ ０ ３２０，０００
合 計 ２，５４０，０００ １，６２７，５１０ ９１２，４９０

２０１８年度決算
項 目 費 目 予算額（Ａ） 決算額（Ｂ） 差引額（Ｂ－Ａ） 備 考

収 入 総 計 ２，５４０，０００ ２，５２５，０７４ ▲１４，９２６
決算額差引 支 出 総 計 ２，５４０，０００ １，６２７，５１０ ▲９１２，４９０
決算額差引 収 入 総 計（Ｂ ）－ 支 出 総 計（Ｂ ） ８９７，５６４
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項 目 費 目 支出額 基金積立額 基金総額 備 考

基 金

名取氏寄付金 ４２０，０００ ４２０，０００
石川氏寄付金 ３２０，０００ ７４０，０００

佐藤氏斉藤氏寄付金 １００，０００ ８４０，０００

北構保男氏寄付金 ２０，０００ ８６０，０００ 平成１７年５月２９日１０，０００円送金平成１８年３月２２日１０，０００円入金
宮下正司氏寄付金 １０，０００ ８７０，０００ 平成２０年３月３１日１０，０００円入金
臨時積立金 ２００，０００ １，０７０，０００

５０周年記念研究大会積立金 ２５０，０００ １，３２０，０００２０１２年度積立
保存対策費積立金 １００，０００ １，４２０，０００２０１２年度積立（過年度支出分補填）
保存対策費積立金 １００，０００ １，５２０，０００２０１３年度積立（過年度支出分補填）
６０周年記念研究大会積立金 ２４０，０００ １，７６０，０００

合 計 １，７６０，０００
南茅部町埋蔵文化財調
査団事務所被災支援金 ７７，０００ １，６８３，０００２００３年度支出

鷲の木５遺跡保存対策費 １６０，０００ １，５２３，０００２００３年度支出
鷲の木５遺跡保存対策費 ６０，０００ １，４６３，０００
４０周年記念研究大会費 ２４０，０００ １，２２３，０００２００３年度支出
５０周年記念研究大会費 ２５０，０００ ９７３，０００２００３年度支出

合 計 ７８７，０００
基 金 残 高 ９７３，０００

（３）２０１８年度監査報告
北海道考古学会の２０１８年度会計の監査を実施した結果、適正に処理されていることを確認したの

で報告いたします。
２０１９年４月２６日 監査委員 工藤 義衛 �
２０１９年４月２５日 監査委員 角田 隆志 �

２号議案 ２０１９年度会務計画
（１）事業計画案
ア 基本方針
�北海道考古学の発展のため、会誌の充実、大会・月例研究会・遺跡報告会・遺跡見学会などの
積極的な開催を図る。

�考古学研究を取り巻く環境が日々変化していく中で、諸課題に取り組むための「特別委員会」
を設置するなど、研究環境の変化に機動的に対処しうる体制をとる。

�だより・ホームページなどを通じて会の活動や研究成果を情報提供する。
�会費納入の呼びかけと適正な予算執行により、財務基盤の安定化を図る。

イ ２０１９年度事業計画
�研究大会
日 時：２０１９年５月１１日（土）１０～１７時
場 所：北海道大学 学術交流会館 ２階講堂
テ ー マ：「北海道島の成立、自然災害と考古学」
事例報告：大津直、高橋浩晃、永谷幸人、宗像公司、葛西智義
討 論：司会 鈴木建治

�遺跡見学会
休 止

�遺跡報告
日 時：２０１９年１２月１４日（土）
場 所：北海道大学学術交流会館小講堂（予定）

�月例研究会
時 期：運営委員会開催日の１５時開始 ※発表者があった場合
第１回：４月２０日（北海道大学人文・社会科学総合教育研究棟W１０２教室）：６名
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�鈴木建治（国立アイヌ民族博物館設立準備室）「樺太出土の内耳土器の年代について」
�会誌「北海道考古学」第５６輯の発行

発 行：年１回
時 期：２０２０年３月 ３６０部発行

�連絡誌「北海道考古学会だより」の発行
発 行：年３回（第１２４号、第１２５号、第１２６号）
時 期：（予定）２０１９年７月、１１月、２０２０年３月

�ホームページの管理運営

（２）２０１９年度予算案
収 入
項 目 費 目 ２０１９年度予算額（A）２０１８年度決算額（B） 増 ▲減 備 考
会 費 会 費 １，５００，０００ １，４８７，０００ １３，０００５，０００×３００件

事 業 収 入

研究大会収入 １４０，０００ １４１，０００ ▲１，０００ 研究大会資料集販売１４０部×１，０００円
遺跡見学会収入 － － － 事業休止のため予算なし

遺跡調査報告会収入 １００，０００ ９０，０００ １０，０００ 遺跡調査報告会資料集販売１００部×１，０００円
会誌等販売収入 ７３，０００ ９０，３８２ ▲１７，３８２ 会誌・資料集販売
小 計 ３１３，０００ ３２１，３８２ ▲８，３８２

雑 入 ９，４３６ ０ ９，４３６ 利息等
繰 越 金 ８９７，５６４ ７１６，６９２ １８０，８７２
合 計 ２，７２０，０００ ２，５２５，０７４ １９４，９２６

支 出
項 目 費 目 ２０１９年度予算額（A）２０１８年度決算額（B） 残（▲超過）額 備 考

事 業 支 出

研究大会費 ４４０，０００ ２８５，６５６ １５４，３４４ 要旨印刷・講師費用弁償・会場使用料等
遺跡見学会費 － － － 事業休止のため予算なし

研 究 会 費 ６０，０００ ０ ０ 案内発送、研究会共催費、発表者交通費

遺跡調査報告会費 ４４０，０００ ２８６，１３６ １５３，８６４ 資料集印刷・発表者費用弁償・会場使用料等
会誌印刷費 ７００，０００ ５９５，０８０ １０４，９２０ 第５６輯３６０部／振り込み手数料
だより印刷費 １６０，０００ １３３，７５８ ２６，２４２１２４号・１２５号・１２６号／振り込み手数料

ホームページ費 ５，０００ ３，４０２ １，５９８ プロバイダー契約料、更新維持管理費／振り込み手数料

小 計 １，８０５，０００ １，３０４，０３２ ５００，９６８

事 務 支 出

報償費（総会費） ５０，０００ ５０，０００ ０ 学会奨励賞

委 員 会 費 １００，０００ ２４，６６０ ７５，３４０ 運営委員会・編集委員会出席用交通費
消 耗 品 費 ６５，０００ ９，０７８ ５５，９２２ 文房具代・コピー代等
通 信 費 ２００，０００ １３６，７４０ ６３，２６０ 会誌・だより発送費・葉書切手代金等含む
賃 金 １００，０００ ４３，０００ ５７，０００ 会誌・だより等の発送・その他事務処理
小 計 ５１５，０００ ２６３，４７８ ２５１，５２２

基金積立金 ６０，０００ ６０，０００ ０６０周年用積立金
予 備 費 ３４０，０００ ０ ３４０，０００
合 計 ２，７２０，０００ １，６２７，５１０ ２，０９２，４９０
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２０１９年度北海道考古学会基金会計
項 目 費 目 支出額 基金積立額 基金総額 備 考

基 金

名取氏寄付金 ４２０，０００ ４２０，０００
石川氏寄付金 ３２０，０００ ７４０，０００

佐藤氏斉藤氏寄付金 １００，０００ ８４０，０００

北構保男氏寄付金 ２０，０００ ８６０，０００ 平成１７年５月２９日１０，０００円送金平成１８年３月２２日１０，０００円入金
宮下正司氏寄付金 １０，０００ ８７０，０００ 平成２０年３月３１日１０，０００円入金
臨時積立金 ２００，０００ １，０７０，０００

５０周年記念研究大会積立金 ２５０，０００ １，３２０，０００２０１２年度積立
保存対策費積立金 １００，０００ １，４２０，０００２０１２年度積立（過年度支出分補填）
保存対策費積立金 １００，０００ １，５２０，０００２０１３年度積立（過年度支出分補填）
６０周年記念研究大会積立金 ３００，０００ １，８２０，０００２０１５年度積立開始（年６０，０００円）

合 計 １，８２０，０００
南茅部町埋蔵文化財調
査団事務所被災支援金 ７７，０００ １，７４３，０００２００３年度支出

鷲の木５遺跡保存対策費 １６０，０００ １，５８３，０００２００３年度支出
鷲の木５遺跡保存対策費 ６０，０００ １，５２３，０００
４０周年記念研究大会費 ２４０，０００ １，２８３，０００２００３年度支出
５０周年記念研究大会費 ２５０，０００ １，０３３，０００２００３年１０月支出

合 計 ７８７，０００
基 金 残 高 １，０３３，０００

３号議案 運営委員・地域委員・監査委員の改選について
北海道考古学会会則第６条および規則２－１第２条・第３条に基づき、運営委員、地域委員および監

査委員について会員による推薦と投票の結果、以下のように改選を行います。

運営委員候補
臼杵勲（再任）、石川直章（再任）、守屋豊人（再任）、松田宏介（再任）、富永勝也（再任）、
長沼正樹（再任）、鈴木建治（再任）、三谷智広（新任）、内田和典（新任）

地域委員候補
第３地域 大和大知（新任）、第４地域 片山弘喜（新任）、第５地域 渡邊つづり（再任）、
第６地域 乾茂人（再任）、第７地域 平河内毅（再任）、第８地域 大鳥居千鶴（新任）、
第９地域 加藤朋夏（新任）、第１０地域 笹田朋孝（再任）

監査委員候補
角田隆志（再任）、瀬川拓郎（新任）

２０１９年度 研究大会報告「北海道島の成立、自然災害と考古学」
２０１９年度研究大会は、５月１１日（土）に北海道大学学術交流会館２階講堂で開催され、参加者は会員５８名、
一般参加者３１名、合計８９名であった。
２０１８年９月６日に北海道胆振東部地震が発生し道民の生活が大きく揺らいだ。過去に北海道に居住し
ていた人々は地震、津波、火山噴火などの自然災害にどのように遭遇、適応してきたのか。自然災害史
や自然災害の発生構造とあわせて理解し、防災意識をより高める基盤となるような研究としたい。
このような趣旨から本大会は「北海道島の成立、自然災害と考古学」と題し、地質学、自然災害科学・

防災学、考古学の各分野から近年の災害研究の成果を紹介して頂く内容を企画した。大津直氏には地質
学の視点から、北海道島の成立と地質基盤について講演をお願いした。高橋浩晃氏には自然災害科学・
防災学の視点から北海道の地震津波・火山噴火の災害史について講演をお願いした。考古学からは永谷
幸人氏に北海道における災害考古学の可能性について、また宗像公司氏と�西智義氏には東日本大震災
の復興支援の派遣職員として被災地の埋蔵文化財業務に従事された状況を、それぞれお話しいただいた。
まず大津氏は、地質時代区分とプレートテクトニクスの基礎を解説し、日本列島の地質基盤が付加帯
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＋火成岩＋変成岩であり火山噴火や地震が頻発するメカニズムを説明された。その上で北海道島の成立
と北海道周辺の地質環境の変遷、石狩低地帯東部の野幌丘陵や馬追丘陵、富良野盆地など道内の特定地
域における、段丘などの地形と活断層などの地殻変動との関係について述べられた。
続いて高橋氏は、北海道に人間が居住して以来生じた主な地震津波、火山噴火について説明された。

遺跡の発掘調査から過去の地震津波や火山噴火の履歴が判明すれば、定量的な災害リスクの事前推定と
対策が可能となると述べられた。北海道では１８世紀以前の地震津波・火山噴火については考古学の情報
が必須であり、発掘調査や報告書から災害誘因と要因を検討することに期待すると結ばれた。
永谷氏は、「災害」を自然現象が人間および人間社会に被害を与える場合として定義し、遺跡の発掘調

査で検出された地割れ、断層、噴砂、側方流動、火山噴火、山体崩壊などを「災害」痕跡として評価す
るべきと述べられた。年代が明らかな例として１６６３年の有珠山噴火や１６４０年の駒ケ岳噴火・津波の痕跡が
検出された伊達湾有珠地区を取り上げ、災害への意識が低い現在の住民に対して考古学から注意喚起で
きる可能性を示された。
宗像氏は東日本大震災の復興支援で、北海道から岩手県への埋蔵文化財派遣職員として２０１３年度の事

業に従事した際の状況を報告された。異なる道府県からの派遣職員が協力する体制や、調査原因となる
復興事業の種類が解説され、復興道路建設に伴う試掘調査の状況、県が支援した市町村の発掘調査から
越廻館、中平遺跡、片岸貝塚の調査風景や現地説明会の様子もスライドで紹介された。
葛西氏は同じく東日本大震災の復興支援で、深川市から岩手県陸前高田市への埋蔵文化財派遣職員と

して２０１３年度に発掘調査と報告作成に従事した状況を報告された。北海道教育委員会からの派遣要請か
ら現地入りまでの経緯、現地での待遇や生活状態などに触れながら、陸前高田市に所在する堂の前貝塚、
内田遺跡、荒沢I遺跡の発掘調査および整理作業の実際について説明された。
遺跡の発掘調査を担う考古学が災害の痕跡について十分に把握し、地質学や自然災害科学・防災学の

分野と密接に連携することが将来の災害の軽減に寄与できる可能性や、被災後の復興事業の具体的なあ
り方についての示唆を得ることができた大会となった。

北海道考古学会賞・北海道考古学会奨励賞の募集について
北海道考古学会規則第５号にもとづき、下記の要領で北海道考古学会賞・北海道考古学会奨励賞の候

補者を募集します。
１．北海道考古学会賞
趣旨：北海道およびその周辺地域の考古学（関連学問分野をふくむ）の研究、もしくは北海道考古学会
の発展に大きく貢献した会員または団体の功績を称える。

候補者の要件：北海道およびその周辺地域の考古学（関連学問分野をふくむ）の研究、もしくは北海道
考古学会の発展に大きく貢献した会員または団体（所属会員の有無を問わない）。

２．北海道考古学会奨励賞
趣旨：北海道およびその周辺地域の考古学（関連学問分野をふくむ）の研究に大きく貢献した若手研究
者の研究活動を奨励する。

候補者の要件：北海道およびその周辺地域の考古学（関連学問分野をふくむ）において優れた研究を行
い、将来の発展に貢献すると期待される満４０歳未満（受賞年の４月１日現在）の会員。

３．応募・選考方法（北海道考古学会賞・同奨励賞とも）
（１）自薦および他薦とする。
（２）締切２０２０年１月３０日（必着）。
（３）所定の応募用紙を学会ホームページからダウンロードし、学会事務局あてに郵送もしくは電子メー
ルで送付する。
【送付先】北海道考古学会事務局

〒０６９―８５５５ 江別市文京台１１番地 札幌学院大学人文学部人間科学科 臼杵研究室気付
【電子メールアドレス】hokkaidokoukogakkai@yahoo.co.jp

（４）北海道考古学会賞選考委員会（副会長、運営委員２名、一般会員２名から構成）が、応募書類を
もとに各賞の趣旨に沿って業績を総合的に判断して選考する。

４．その他
（１）北海道考古学会奨励賞受賞者に授与される研究奨励費は５万円とする。
（２）受賞式出席にともなう交通費は支給しない。
（３）応募書類は返却しない。
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（４）個人情報は、各賞の選考以外の目的で使用しない。
＊学会賞の規則については「だより」１０９号およびホームページを参照ください。

月例研究会の発表者募集
※内容などの詳細は、決定次第、ホームページでお知らせいたします。
※会員の皆様で、月例会での研究発表を希望する方は北海道考古学会事務局

（hokkaidokoukogakkai@yahoo.co.jp）までご一報ください。

事 務 連 絡
新入会員のお知らせ
石田肇（琉球大）、中塚凪沙（余市町）、矢野加奈（株式会社胆振）、中里智也（専修大学生）、百々千

鶴（深川市） ＊敬称略

会誌「北海道考古学」第５６輯の投稿について
『北海道考古学』第５６輯（２０２０年３月刊行）は特集を組まず、一般号を予定しています。皆様からの

ご投稿をお待ちしております。
原稿の締め切り日は下記のとおりですが、投稿を希望する方は、編集の都合上、１０月２５日（金）まで

に会誌編集委員会事務局まで電子メールによる連絡をお願いいたします。
学会ホームページまたは『北海道考古学』第５５輯（２０１９年３月発行）に掲載されている原稿の分量・

体裁等を厳守の上、ご投稿ください。
投稿希望連絡先 hokkaido.kokogaku@gmail.com
エントリー締め切り日 ２０１９年１０月２５日（金）
原稿締め切り日 ２０１９年１２月９日（月）（必着）
原稿送付先 投稿希望をいただいた方に個別にご連絡差し上げます。

刊行物の販売について
会誌『北海道考古学』、研究大会資料集、遺跡報告会資料集を販売しております。購入をご希望の方は、

北海道考古学事務局あてにお問い合わせください。

会費納入についてのお願い
会の運営には、会員の皆様のご協力が不可欠です。会費の年内納入にご協力いただきますようお願い

いたします。また、本年度を除く過去３年以上の会費が納入されていない会員には、北海道考古学会誌
を送付しておりません。会費納入を確認後、送付いたします。

郵便局口座番号：０２７７０―６―８３５８ 加入者名：北海道考古学会
年会費：（一般）５，０００円 （学生）３，５００円

北海道考古学会だより 第１２４号 ２０１９年７月６日 発行

発行所 北海道考古学会（ホームページ：http://haa.main.jp/cms/）

事務局：〒０６９―８５５５ 江別市文京台１１番地札幌学院大学

人文学部人間科学科 臼杵研究室気付 北海道考古学会事務局

E−mail：hokkaidokoukogakkai@yahoo.co.jp

印 刷 北海道図書企画 （０１１）６６８―１１３１
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